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議 

案

　

令
和
７
年
度
上
関
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）
は
、
補
正
額
と

し
て
４
５
７
０
万
９
０
０
０
円
を
減

額
し
、
総
額
が
36
億
３
２
３
１
万
円

に
な
り
ま
し
た
。
歳
入
の
主
な
も
の

は
、
特
別
交
付
税
３
３
３
８
万
円

の
増
額
と
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

の
減
額
な
ど
で
す
。
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
精
算
に
伴
う
用
地
取
得

事
業
特
別
会
計
操
出
金
の
減
、
介

護
保
険
特
別
会
計
の
操
出
金
の
減
及

び
予
備
費
の
減
額
な
ど
に
な
り
ま

す
。
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
は
、
補
正
額
と
し
て

２
９
０
０
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
が
34
億
６
８
０
０
万
７
０
０
０

条 

例 

の 

制 

定

計 
画 
の 

変 

更

報 

告

６
月
定
例
会

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら

11
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
※
専
決
処
分
の
承
認

７
件
、
令
和
８
年
度
補
正
予
算
２
件
、

条
例
の
制
定
１
件
、
計
画
の
変
更
１

件
、
報
告
２
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

円
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、
所
得
更
正
に
よ
り
、

保
険
料
の
還
付
金
が
生
じ
た
た
め
の

補
正
と
な
り
ま
す
。

◆
上
関
町
定
住
促
進
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
。

・
若
者
定
住
促
進
住
宅
の
払
い
下
げ

に
伴
い
、
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
。

　

上
関
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
一
部
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
。

◆
令
和
７
年
度
上
関
町
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
。

◆
第
16
期
一
般
財
団
法
人
な
ご
み
の

事
業
計
画
の
報
告
。

令 和 ８ 年 　 ６ 月 定 例 会令 和 ８ 年 　 ６ 月 定 例 会

主な議案とその結果

賛成：○　反対：×

 

結　

果

山
戸　
　

孝

山
谷　

良
数

右
田
千
賀
子

清
水　

康
博

古
泉　

直
紀

國
弘　

秀
人

柏
田　

真
一

秋
山　

鈴
明

海
下
竜
一
郎

岩
木　

和
美

専決処分の承認 可　
　決 ○○○○○○○○○

議　

長

令和８年度補正予算 可　
　決 ○○○○○○○○○

条　例　の　制　定 可　
　決 ○○○○○○○○○

計　画　の　変　更 可　
　決 ○○○○○○○○○

請願を不採択とする
委員会報告の採決

可　
　決 ×退　

　席 ○×○×○×○○
※�専決処分…議会の議決・決定を経なければならない事柄について、首長が地方自治法の規定に基づ
いて、議会の議決・決定の前に自ら処理すること。
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道の駅　事業計画の報告について

介護保険

県道について

資材高騰の影響は

通行の支障となる草木（蒲井へ続く県道）

賑わう道の駅

 �介護サービス給付費がそれぞれ減額とな
っているが、余裕をもって予算を組んだた
めか、もしくは介護保険サービス利用者が
想定よりも少なかったためか。
 �想定していたよりも介護保険サービス利
用者が少なかったため。

産 業 厚 生 常 任 委 員 会産 業 厚 生 常 任 委 員 会

産業関係産業関係

厚生関係厚生関係

 �道の駅会計が当初から 224 万 7 千円の赤字
見込みで組まれているが、内容の説明を。
 �年度末に職員 1 名を採用したため人件費
と福利厚生費が上がっている。また移動販
売を始めるにあたって仕入れも増えるた
め。
 �職員1名増にならなければ黒字見込みだっ
たのか。
 �雇う前であれば 9 万円の黒字見込みであ
った。人件費については、イベント時や曜
日によって来客数が違うので状況に応じ
て勤務表を見直し、人件費削減に取り組む
よう伝えている。
 �移動販売の品揃えは。
 �地域おこし協力隊の塩見さんと準備を進
めている。高齢者の方々が何を求めている
のかをヒアリングしながら、道の駅、社会

 �最近の中東情勢の状況で、資材の高騰や不
足が生じていると聞くが、当町においても
各種事業、改修事業などがあるなか、今後
想定されることは。
 �現状、資材が入らないということは聞いて
いない。そのような状況になれば必要な工
期の確保のための工期変更により対応し、
単価については適切な価格転嫁としてい
く予定。

 �県道上に木が覆いかぶさって通行の支障
になりそうな場合はどうすればよいか。
 �連絡を頂ければ、写真を撮りに行き、県に
対応できるか確認を取ることは可能。

福祉協議会、保健福祉課、産業観光課、地
域おこし協力隊で協議し、意見を集約して
情報を整理していく。食料品以外の日用品
の取り扱いも含めて検討したい。
 �売り上げを上げることで黒字にしてほし
い。刺身パックや惣菜パックなどは魅力が
あると思うので、もっと水産をＰＲしては
どうか。
 �刺身パックは定置網でとれた魚を中心に
出しているが、土日はよく売れているので
数をこなせるようアドバイスしていきた
い。
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総務関係総務関係

総 務 文 教 常 任 委 員 会総 務 文 教 常 任 委 員 会

 �令和 7 年度補正予算で教育基金繰入金が
30 万円増額し、ささえあい基金が 30 万円
減額となっている。高校生に対する支援の
実績による増減だと思うが実績内容は。
 �当初は、高等学校生徒通学定期購入補助金
利用者を多く見込んでいたが、実績として
高等学校生徒修学金利用者が 22 名、高等
学校生徒通学定期購入補助金利用者が 6
名となったため、基金の増減が発生した。

 �来年度、祝島から上関中学校へ通学する見
込みであるが、上関中学校の終業時間によ
って定期船が利用できない可能性もある。
どのような対応を考えているのか。
 �様々な選択肢を持って考えている。定期船
についても現在の時刻表で検討している
が、今後時刻表の変更もあり得る。あらゆ
る可能性を念頭に置き、対応を考える。

 �今年度から児童クラブが開始されたが、夏
休みの午前中に放課後子ども教室として
体験講座が予定されていると思うが現状は。
 �放課後子ども教室は長期休業中のほぼ毎
日体験講座を開きたいと考えている。夏休
みの講座については現在予定を組んでい
るところ。近いうちに登録されている家庭
への通知や広報等で周知する。

 �昨年度、中学生主体で車海老祭りが開催さ
れ、その経験を維新セミナーパークで発表
し、県内外の多くの方から高く評価をされ
たが、今年度の予定は。
 �車海老祭りについては、12 月の実施に向
け第一回の会議を終えたところ。昨年の経
験を生かしていく。

文教関係文教関係
高等学校生徒修学金などについて 令和 7年度上関町一般会計補正予算

祝島公民館について

野良猫について

中学生主体のイベントについて

夏休みの放課後子ども教室について

祝島から上関中学校への通学について

 �ふるさと納税がいきなり 900 万円減少し
ていることについて、どのような要因と分
析しているのか。目標金額を持っているの
か。また目標金額達成のためにどのような
対策をしているのか。
 �900 万円が一気に減少したわけではなく、
令和 6 年度から徐々に減少している。要因
については有力な返礼品の減少などが考え
られる。目標金額については 3,000 万円と
している。目標金額達成に向けて、既に「ゆ
うやけマラソン」の参加費を返礼品に加え
るなど見直しを図っている。今後は「釣り
大会」の参加費など体験型返礼品について
も幅広く考えていく。

 �雨漏りや照明から煙が出るなど、祝島公民
館が老朽化していることを踏まえて、今後
の祝島地区館についての対応は。祝島公民
館は支所機能も併せている。公民館が使え
なくなった時の建屋と支所窓口について
どのように考えているのか。
 �支所機能については、照明から煙が出た件
の原因調査の結果も踏まえながら、人命を
最優先に移転も視野に入れて検討していき
たいと思っている。地区館については支所
が移転したのちに、祝島の皆様と協議しな
がら考えていきたい。

 �地域によっては野良猫が急速に増えてい
ると聞く。草抜き作業中に猫の糞尿被害に
より目が腫れた話も聞く。地域猫条例の制
定は難しいとのことだが、どのような対策
をおこなっているのか。
 �当町では猫の避妊、去勢手術助成制度や猫
との接し方などを回覧板やホームページで
周知している。猫による地域環境への悪化
や、被害が発生している場合は、現状を確
認した後、保健所へ報告し、保健所から該
当者に指導をすることとなる。
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西　町長

聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政
６
月
定
例
会
で
は
６
人
の
議
員
が

６
月
定
例
会
で
は
６
人
の
議
員
が

　
　
　
　
　
９
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
９
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

○○��

1010
月
の
町
長
選
挙
に
向
け
て
、
町

月
の
町
長
選
挙
に
向
け
て
、
町

長長
の
意
向
を
伺
う

の
意
向
を
伺
う

○○��
上
関
町
地
区
別
人
口
推
計
報
告
書

上
関
町
地
区
別
人
口
推
計
報
告
書

の
活
用
に
つ
い
て

の
活
用
に
つ
い
て

○○��

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
拡
大

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
拡
大

　

お

　

お
よ
び
利
便
性
向
上
拡
大
に
む
け
て

よ
び
利
便
性
向
上
拡
大
に
む
け
て

○○��

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
上
関
町
の

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
上
関
町
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

○○��

住
宅
地
お
よ
び
学
校
周
辺
で
の

住
宅
地
お
よ
び
学
校
周
辺
で
の

　

イ

　

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

○○��

「
対
話
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

「
対
話
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

つ
い
て

○○��

合
意
形
成
を
行
う
「
場
」
と
「
首

合
意
形
成
を
行
う
「
場
」
と
「
首

長
の
統
治
責
任
」
に
つ
い
て

長
の
統
治
責
任
」
に
つ
い
て

○○��

人
口
減
少
と
定
住
対
策
に
つ
い
て

人
口
減
少
と
定
住
対
策
に
つ
い
て

○○
地
域
振
興
の
主
体
は

地
域
振
興
の
主
体
は

今今    
上
関
町
に

上
関
町
に

　　    
な
に
が

な
に
が    

必
要
必
要    

かか

1010
月
の
町
長
選
挙
に
向
け

月
の
町
長
選
挙
に
向
け

て
、
町
長
の
意
向
を
伺
う

て
、
町
長
の
意
向
を
伺
う

　

町
長
は
４
年
前
に
、
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
と
住
民
に
寄
り
添
っ
た
町

政
を
公
約
に
掲
げ
て
当
選
し
た
。
任

期
４
年
間
の
中
で
公
約
の
実
現
に
向

け
て
移
住
定
住
対
策
・
子
育
て
支
援

な
ど
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

財
源
確
保
に
つ
い
て
も
、
使
用
済
燃

料
中
間
貯
蔵
施
設
に
係
る
事
業
計
画

の
早
期
提
出
を
求
め
る
請
願
に
対
し
、

議
会
の
意
向
を
受
け
前
向
き
に
対
応

し
た
。
任
期
４
年
間
の
実
績
を
評
価

し
、
多
く
の
住
民
か
ら
続
投
を
要
請

す
る
大
き
な
声
が
あ
る
が
、
10
月
の

町
長
選
挙
に
対
す
る
考
え
は
。

進
退
に
つ
い
て
も
う
少
し

調
整
し
た
い

質
問

　
６
月
議
会
で
進
退
を
表
明
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
き
た
。
皆
様
の

ご
支
援
に
よ
り
31
年
間
町
政
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
恩
に
報

い
る
に
は
衰
退
す
る
町
か
ら
希
望
が

持
て
る
上
関
町
に
道
筋
を
つ
け
る
こ

と
が
使
命
と
思
い
取
り
組
ん
で
き
た
。

私
の
年
齢
、
家
族
の
こ
と
を
考
え
る

と
立
候
補
す
る
に
は
大
変
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
一
方
で
４
年
前
の
公
約

を
果
た
す
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
も

考
え
て
い
る
。
続
投
要
請
を
多
く
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
私
で
お
応
え
で

き
る
の
か
、
も
う
少
し
調
整
し
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

海下竜一郎 議員
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各地区の小学生数・増減率

　
厚
生
労
働
省
の
地
域
づ
く
り
加
速

化
事
業
に
お
い
て
、
福
祉
施
策
と
し

て
の
交
通
だ
け
で
な
く
、
町
全
体
の

交
通
施
策
と
し
て
課
題
を
と
ら
え
直

し
、
外
部
有
識
者
の
知
見
を
生
か
す

と
い
う
取
り
組
み
が
あ
る
。
町
で
も
、

今
年
度
こ
の
取
り
組
み
を
予
定
し
て

い
る
。
集
落
の
分
散
、
離
島
な
ど
の

課
題
が
あ
る
当
町
に
お
い
て
、
関
係

課
が
専
門
家
の
伴
走
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
課
題
解
決
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
問
題
は
対
応
可
能
な
も
の
か

ら
改
善
し
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
拡
大

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
拡
大

お
よ
び
利
便
性
向
上
に
向
け
て

お
よ
び
利
便
性
向
上
に
向
け
て

　

町
内
で
は
、
令
和
５
年
８
月
１
日

か
ら
送
迎
付
き
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
「
た
す
き
号
」
の
運
行
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
要

支
援
１
か
ら
要
介
護
１
程
度
の
要
介

護
認
定
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
に
、
安
全
運
転
講
習
を
受
講
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
送
迎
を
行

っ
て
い
る
が
、
１
週
間
前
の
予
約
な

ど
利
用
に
あ
た
っ
て
の
仕
組
み
に
不

便
を
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
。
よ
り

多
く
の
町
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

対
象
者
の
拡
大
や
、
予
約
方
法
の
改

善
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

課
題
解
決
で
き
る
よ
う
検
討
し

可
能
な
も
の
か
ら
改
善
し
た
い

質
問

古泉 直紀 議員

外出支援サービス「たすき号」

上
関
町
地
区
別
人
口
推
計

上
関
町
地
区
別
人
口
推
計

報
告
書
の
活
用
に
つ
い
て

報
告
書
の
活
用
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
の
事
業
で
、
地
区
別

人
口
推
計
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。

町
内
13
地
域
別
、
年
代
別
に
今
後
の

人
口
推
計
が
試
算
さ
れ
て
い
る
。

①
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。
②
各
地
域
の
人
口
増

減
の
要
因
を
調
査
・
検
証
し
、
他
地

域
に
も
生
か
せ
る
実
例
を
積
極
的
に

共
有
し
て
み
て
は
。
③
人
口
減
の
課

題
解
決
に
向
け
て
、
い
か
に
前
を
向

い
て
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
か
、

住
民
自
ら
が
考
え
る
必
要
も
あ
る
。

こ
の
報
告
書
を
も
と
に
し
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
各
地
域
で
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
す
る

質
問

　
①
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
９
年
度

に
か
け
て
実
施
す
る
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
に
お
け
る
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
す
る
。
こ
の
結
果
を
も
と

に
、
各
地
域
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
や
公
共
施
設
の
在
り
方
、
重
要
イ

ン
フ
ラ
等
の
維
持
管
理
の
方
向
性
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。
②
他
地
域
に

も
生
か
せ
る
実
例
は
積
極
的
に
共
有

し
、
生
か
し
て
い
き
た
い
。
③
人
口

分
析
の
結
果
に
対
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
工
程
の
中
で
、

住
民
を
交
え
た
協
議
会
を
開
催
す
る

予
定
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

清水 康博 議員

地域名 2020 年
小学生率

2025 年
小学生率 増減率 2020 年

小学生数
2025 年
小学生数 増減数

上関 3.4％ 3.1％ -25.5％ 28 21 -7

蒲井 0.0％ 0.0％ - 0 0 0

室津 3.5％ 3.2％ -23.8％ 25 19 -6

志田 3.1％ 4.2％ 25.0％ 2 3 1

尾熊毛 0.0％ 0.0％ - 0 0 0

練尾 0.0％ 0.0％ - 0 0 0

大津 0.0％ 0.0％ - 0 0 0

祝島 0.7％ 1.6％ 75.0％ 2 4 2

白井田 0.3％ 0.0％ -100.0％ 1 0 -1

四代 0.0％ 0.0％ - 0 0 0

戸津 1.5％ 3.5％ 100.0％ 3 6 3

中ノ浦 0.0％ 0.0％ - 0 0 0

八島 0.0％ 7.1％ - 0 1 1

合計 2.4％ 2.6％ -11.7％ 62 55 -7



かみのせき議会だより7 令和8年7月23日　№ 175

移住政策のページ

　
①
上
関
町
な
ら
で
は
の
様
々
な
施

策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
展
開
し
て

い
く
こ
と
で
、
若
い
世
代
が
将
来
に

希
望
を
持
ち
、
定
住
し
た
い
と
思
え

る
町
の
実
現
に
繋
が
る
と
思
う
。
②

厳
し
い
財
政
状
況
を
克
服
し
、
次
世

代
に
「
持
続
可
能
な
町
」
を
引
き
継

ぐ
た
め
に
は
安
定
し
た
財
源
確
保
が

不
可
欠
。
本
計
画
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
財
源
を
戦
略
的
に
投
資
す
る

こ
と
が
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
繋

が
る
と
確
信
し
て
い
る
。
③
広
域
連

携
の
強
化
に
つ
い
て
は
今
後
も
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
が
、
合
併
は

考
え
て
い
な
い
。

　
①
「
防
除
柵
の
設
置
費
用
補
助
」

は
令
和
３
年
度
か
ら
家
庭
菜
園
も
補

助
対
象
に
含
め
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

宅
地
へ
の
対
象
拡
充
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。
②
学
校
、
教
育
委
員
会
で

情
報
共
有
し
、
児
童
・
生
徒
へ
の
注

意
喚
起
、
な
ら
び
に
保
護
者
に
情
報

発
信
し
、
防
災
行
政
無
線
、
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
て
注
意
喚
起
を
促
し
て

い
る
。
児
童
・
生
徒
の
登
校
時
に
は
、

見
守
り
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
、
集
団

登
校
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
な
ど
、

下
校
時
に
は
保
護
者
の
お
迎
え
、
イ

ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
際
は

集
団
下
校
を
呼
び
か
け
る
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

祝島で捕獲されたイノシシ

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
上
関
町

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
上
関
町

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

本
町
の
人
口
減
少
率
は
県
内
で
最

も
高
く
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
①
急
速
な
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
中
、
今
後
の
上
関
町
を
ど
の

よ
う
な
町
に
し
て
い
き
た
い
の
か
。

「
若
い
世
代
が
将
来
に
希
望
を
持
ち
、

定
住
し
た
い
と
思
え
る
町
」
を
実
現

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
描
い
て
い
る
か
。
②
中
間
貯

蔵
施
設
の
誘
致
が
、
人
口
減
少
対
策

や
定
住
促
進
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
す
と
考
え
る
の
か
。
③
周
辺

自
治
体
と
の
広
域
連
携
の
強
化
や
、

合
併
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

「
誰
も
が
暮
ら
し
た
い
、住
み

続
け
た
い
ま
ち
」
を
め
ざ
す

質
問

國弘 秀人 議員

住
宅
地
お
よ
び
学
校
周
辺
で

住
宅
地
お
よ
び
学
校
周
辺
で

の
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

の
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

　

近
年
は
農
地
だ
け
で
な
く
住
宅
地

へ
の
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
も
目
立
つ
よ

う
に
な
り
住
民
の
不
安
が
高
ま
っ
て

い
る
。
特
に
高
齢
者
世
帯
で
は
、
自

宅
周
辺
で
の
作
業
や
外
出
に
も
不
安

を
感
じ
て
い
る
。
町
で
は
侵
入
防
止

柵
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
は
農
地

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
①
住
宅

地
を
対
象
と
し
た
防
護
柵
設
置
補
助

制
度
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
②
学

校
周
辺
で
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
が
相
次

い
で
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
児
童
・

生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、
今
後
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
考
え

か
。 防

除
柵
設
置
費
用
補
助
の
宅
地

へ
の
対
象
拡
充
も
検
討
す
る

質
問
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「
対
話
」
に
よ
る
ま
ち
づ

「
対
話
」
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

く
り
に
つ
い
て

合
意
形
成
に
お
け
る

合
意
形
成
に
お
け
る

首
長
の
役
割
に
つ
い
て

首
長
の
役
割
に
つ
い
て

　

誰
も
が
水
道
や
道
路
を
使
え
る
よ

う
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
本
音
を
話

し
合
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
行

政
の
責
任
だ
。
従
来
の
住
民
説
明
会

は
”
声
の
大
き
な
人
“
の
発
言
に
偏

り
が
ち
だ
が
、
全
国
で
は
置
き
去
り

に
さ
れ
が
ち
な
”
声
の
小
さ
な
“
住

民
が
主
役
と
な
っ
て
熟
議
す
る
前
例

に
と
ら
わ
れ
な
い
工
夫
が
進
ん
で
い

る
。
町
を
二
分
す
る
大
き
な
問
題
を

抱
え
る
本
町
こ
そ
、
多
様
な
民
意
を

丁
寧
に
汲
み
取
る
た
め
、
従
来
の
手

法
を
見
直
し
、
創
意
工
夫
の
あ
る
説

明
と
対
話
の
場
を
設
計
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

町
長
は
、
分
断
を
煽
る
と
し
て
住

民
投
票
を
否
定
す
る
が
、
住
民
の
権

利
で
あ
る
住
民
投
票
を
遠
ざ
け
る
の

は
地
方
自
治
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
住
民

投
票
と
い
う
住
民
の
意
思
表
明
の
権

利
を
守
り
つ
つ
、
丁
寧
な
対
話
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
地
域
の
分
断
を
深
め
な

い
よ
う
導
く
こ
と
こ
そ
が
首
長
の
本

質
的
な
役
割
で
は
な
い
か
。
対
立
を

恐
れ
て
声
を
閉
ざ
す
の
で
は
な
く
、

最
も
適
切
で
丁
寧
な
住
民
説
明

会
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

民
意
を
汲
み
上
げ
、議
会
で
の
熟

議
を
通
じ
た
合
意
形
成
が
重
要

質
問

質
問

　
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
対
話
の
重

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

も
様
々
な
機
会
を
設
け
て
き
た
。
中

間
貯
蔵
施
設
計
画
に
つ
い
て
も
、
住

民
の
皆
様
が
十
分
な
情
報
を
得
て
議

論
・
判
断
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
事
業
計
画
が
示

さ
れ
た
際
に
は
、
国
や
事
業
者
と
協

議
し
、
本
町
に
と
っ
て
最
も
適
切
で

丁
寧
な
説
明
会
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
く
。
住
民
の
皆
様
に
は
主
体
的

に
参
加
い
た
だ
き
、
議
会
に
お
い
て

も
幅
広
い
民
意
を
汲
み
上
げ
な
が
ら

議
論
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
合
意
形
成
の
主
体
は
、
町
民
か
ら

付
託
を
受
け
た
議
会
と
行
政
で
あ
り
、

議
員
各
位
が
幅
広
い
民
意
を
汲
み
上

げ
た
上
で
議
論
を
尽
く
す
こ
と
が
議

会
制
民
主
主
義
の
基
本
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
様
々
な
意
見
が
あ
る
中

で
、
結
論
に
至
る
経
緯
を
丁
寧
に
示

し
、
多
く
の
方
の
納
得
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
く
。
住
民
投
票
そ
の

も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

本
件
に
つ
い
て
は
二
者
択
一
に
よ
る

対
立
の
固
定
化
や
地
域
分
断
を
懸
念

し
て
お
り
、
議
会
で
の
熟
議
を
通
じ

た
合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

秋山 鈴明 議員

住
民
の
間
の
し
こ
り
を
最
小
限
に
抑

え
、
町
を
一
つ
の
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
。
合
意
形
成
の
あ
り
方
に
つ

い
て
町
長
の
見
解
を
問
う
。

祝島でのワークショップ
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①
社
会
減
に
よ
る
人
口
減
少
に
お

い
て
子
育
て
世
代
の
流
出
超
過
が
深

刻
か
つ
大
き
な
要
因
。
②
③
に
つ
い

て
、
現
在
は
定
住
受
け
入
れ
に
特
化

し
た
体
制
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
特
化
し
た
人
材
や
環
境
は

必
要
。
今
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
を
募
集
し
て
い
る
。
採
用
で
き

れ
ば
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
含
む
移
住
・

定
住
に
係
る
業
務
を
担
っ
て
も
ら
う
。

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
制
限
の
緩
和

を
国
に
要
望
し
て
い
る
。
④
住
民
主

導
で
地
域
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
場

合
は
、
町
と
し
て
後
押
し
は
可
能
。

　
地
域
振
興
の
主
体
は
自
治
体
と
住

民
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
企
業
に

丸
投
げ
す
る
考
え
は
な
い
。
一
方
で
、

人
口
減
少
や
財
政
難
が
進
む
中
、
民

間
企
業
の
専
門
知
識
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
有

効
な
手
段
で
あ
る
。
中
国
電
力
に
対

し
て
地
域
振
興
策
の
検
討
を
要
請
し

た
の
は
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た

知
見
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
施
策

の
判
断
や
実
行
の
主
体
は
あ
く
ま
で

町
と
町
民
で
あ
る
。
今
後
も
主
体
性

を
維
持
し
な
が
ら
民
間
活
力
を
生
か

し
、
持
続
可
能
な
地
域
振
興
を
進
め

て
い
く
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

昨
年
実
施
の
国
勢
調
査
の
結
果
、

町
の
人
口
は
１
８
９
２
人
、
人
口
減

少
率
19
・
２
％
と
な
り
、
町
の
人
口

分
析
・
推
計
で
も
10
年
後
の
人
口
が

１
４
２
７
人
と
い
う
厳
し
い
結
果
が

出
て
い
る
。
①
要
因
の
分
析
は
。
②

定
住
受
け
入
れ
に
特
化
し
た
体
制
が

重
要
、
ま
ず
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
対
応
を
。
③
住
居
の
確
保
に
つ
い

て
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の
制

度
も
使
っ
た
体
制
の
整
備
や
、
公
営

住
宅
の
柔
軟
な
活
用
を
。
④
地
域
に

お
け
る
移
住
受
け
入
れ
の
た
め
の
地

域
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集
中

質
問

質
問

主
体
は
町
と
町
民
だ
が
、民
間
活

力
を
生
か
す
の
も
有
効
な
手
段

　

町
長
が
３
月
定
例
会
で
の
請
願
の

採
択
を
受
け
中
国
電
力
に
連
絡
を
取

っ
た
際
に
、
地
域
振
興
策
の
検
討
も

あ
わ
せ
て
要
請
し
た
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
中
国
電
力
に
中
間
貯
蔵
施
設

に
加
え
て
さ
ら
に
地
域
振
興
策
を
求

め
る
と
い
う
行
動
の
意
図
を
図
り
か

ね
る
。
地
域
振
興
の
主
体
は
ど
こ
ま

で
い
っ
て
も
自
治
体
及
び
住
民
で
あ

山戸 孝 議員

地
域
振
興
の
主
体
は

地
域
振
興
の
主
体
は

定
住
促
進
の
た
め
の
受
け

定
住
促
進
の
た
め
の
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
を

入
れ
態
勢
の
整
備
を

る
べ
き
だ
。
上
関
町
と
し
て
町
の
主

体
性
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
惧

も
あ
る
。
地
域
振
興
の
主
体
は
誰
な

の
か
、
中
国
電
力
に
何
を
求
め
て
い

る
の
か
、
町
長
の
考
え
は
。

上関町の人口減少率は

全国でも上位
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委
員
会
の
審
議
の
様

子
を
傍
聴
し
て
い
た
が
、

委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

に
対
し
て
お
互
い
意
見

交
換
を
す
る
場
が
な
く
、

議
論
が
十
分
に
交
わ
さ

れ
た
と
は
思
え
な
か
っ

た
。
ま
た
「
環
境
影
響

調
査
」
に
つ
い
て
否
定

的
な
委
員
の
意
見
は
な

く
、
い
ず
れ
事
業
者
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
い

う
認
識
で
あ
っ
た
。
こ

の
請
願
を
不
採
択
に
す

る
と
い
う
こ
と
は
、「
上

関
町
議
会
は
中
間
貯
蔵

施
設
建
設
計
画
に
つ
い

て
は
、
環
境
影
響
調
査

を
し
な
く
て
も
よ
い
」

と
判
断
し
た
と
捉
え
ら

れ
か
ね
な
い
た
め
、
不

採
択
と
い
う
結
果
に
反

対
。

請願で討論請願で討論
上
関
の
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
計
画
に
対
し
科
学

的
で
透
明
性
の
あ
る
環
境
影
響
調
査
を
求
め
る

請
願
書

請
願
趣
旨

２
０
２
５
年
８
月
29
日
に
中
国
電
力
は
「
上
関
地
点
に
お
け
る

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
に
係
る
立
地
可
能
性
調
査

結
果
の
報
告
」（
以
下
立
地
可
能
性
調
査
報
告
と
略
）
を
公
表
し

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
た
っ
た
15
ペ
ー
ジ
（
本
文
）
の

簡
易
な
も
の
で
多
く
の
問
題
点
が
あ
り
、
住
民
の
不
安
や
疑
問

に
応
え
る
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
は
将

来
世
代
に
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
す
。
中
国
電
力
は
科
学
的

か
つ
透
明
性
の
あ
る
環
境
影
響
調
査
を
実
施
し
、
研
究
機
関
等

の
第
三
者
か
ら
の
評
価
や
住
民
意
見
を
踏
ま
え
、
計
画
の
撤
回

や
見
直
し
を
含
む
検
討
を
行
う
べ
き
で
す
。
町
議
会
と
し
て
中

国
電
力
に
伝
え
、
要
請
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
願
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
関
の
自
然
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
同
代
表　

高
島
美
登
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紹
介
議
員　

國
弘　

秀
人

　

上
関
の
自
然
を
守
る
会
よ
り
請
願
が
提
出
さ
れ
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
査
の
結
果
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

と
な
っ
た
。
そ
の
報
告
に
対
し
、
本
会
議
で
反
対
の
意
見
が
あ

り
、
討
論
が
行
わ
れ
た
。
退
席
し
た
１
人
を
除
く
８
人
で
採
決

し
た
結
果
、
賛
成
４
人
、
反
対
４
人
で
可
否
同
数
と
な
り
、
議

長
裁
決
に
よ
り
不
採
択
と
な
っ
た
。

反　対

　清水 康博 議員

　

現
在
、
ま
だ
事
業
計

画
が
提
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
施
設
の
事
業
規
模

も
わ
か
ら
な
い
、
具
体

的
な
も
の
が
無
い
状
態

で
、
今
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
は
無
い
と
考
え

る
。
環
境
影
響
調
査
に

つ
い
て
は
、
事
業
計
画

が
示
さ
れ
た
後
の
検
討

課
題
に
な
る
と
考
え
る

が
、
中
国
電
力
は
事
業

計
画
を
踏
ま
え
て
適
切

に
対
応
す
る
と
し
て
い

る
。
む
つ
市
で
は
、
自

治
体
の
立
地
了
承
後
に

事
業
者
が
自
主
的
に
環

境
調
査
を
実
施
し
た
経

緯
が
あ
る
。
先
進
地
事

例
を
見
て
も
タ
イ
ミ
ン

グ
が
違
う
。
現
段
階
で

は
、
不
採
択
が
妥
当
と

考
え
る
。

　　　山戸 孝 議員

賛　成

　海下竜一郎 議員
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　　古泉 直紀 議員

賛　成
　

町
と
し
て
は
事
業
計

画
の
早
期
提
示
を
求
め

る
商
工
会
の
請
願
を
３

月
定
例
会
で
採
択
し
た
。

事
業
計
画
の
提
示
後
に

は
、
議
会
で
も
議
論
す

る
の
だ
か
ら
、
提
示
を

受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、

す
ぐ
に
事
業
が
開
始
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

中
国
電
力
は
事
業
計
画

を
踏
ま
え
て
適
切
に
対

応
し
て
い
く
と
言
っ
て

お
り
、
事
業
計
画
の
提

示
を
受
け
、
環
境
に
対

す
る
中
国
電
力
の
考
え

を
聞
い
て
か
ら
で
良
い

と
思
う
。
以
上
の
こ
と

か
ら
こ
の
請
願
は
不
採

択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

反 　対
　
「
立
地
可
能
性
調
査
報

告
書
」
に
は
調
査
内
容

に
多
く
の
も
れ
が
あ
り
、

「
住
民
の
命
を
守
る
」「
住

民
の
利
益
を
守
る
」「
貴

重
な
自
然
を
守
る
」
と

い
う
観
点
か
ら
、
改
め

て
科
学
的
な
環
境
影
響

調
査
が
必
要
。
む
つ
市

の
中
間
貯
蔵
施
設
建
設

の
際
は
、
事
業
者
が
自

主
的
に
環
境
影
響
調
査

を
実
施
し
た
。
現
在
の

環
境
影
響
評
価
法
で
は
、

「
環
境
影
響
調
査
の
結
果

を
事
業
内
容
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
」
と
さ
れ
て

お
り
、
事
業
計
画
作
成

前
に
環
境
影
響
調
査
の

実
施
を
中
国
電
力
に
要

請
す
る
こ
の
請
願
は
採

択
す
べ
き
。

　　　國弘 秀人 議員

反 　対

反 　対

　

環
境
影
響
調
査
は
、

む
つ
市
の
施
設
建
設
に

あ
た
っ
て
も
行
わ
れ
て

お
り
、
当
然
、
上
関
町

で
も
行
う
必
要
性
が
あ

る
。
ま
た
環
境
ア
セ
ス

法
に
お
い
て
は
事
業
計

画
よ
り
前
に
調
査
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
計
画
よ
り
前
に
調

査
を
求
め
る
請
願
の
趣

旨
は
合
理
性
が
あ
る
。

中
国
電
力
は
調
査
を
実

施
す
る
と
明
言
し
て
い

な
い
た
め
、
議
会
と
し

て
調
査
の
実
施
を
促
す

意
義
が
あ
る
。
以
上
の

点
か
ら
こ
の
請
願
は
採

択
さ
れ
る
べ
き
。
不
採

択
に
は
反
対
す
る
。

　

請
願
の
趣
旨
は
、

中
間
貯
蔵
施
設
計
画

の
「
賛
否
」
よ
り

も
「
環
境
影
響
調
査
」

を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。
計
画
に
賛
成
だ

ろ
う
が
反
対
だ
ろ
う

が
、
安
心
安
全
は
誰

も
が
求
め
る
と
こ
ろ
。

町
民
か
ら
不
安
が
で

て
い
る
の
で
あ
れ
ば

事
業
者
に
届
け
る
の

が
議
会
の
役
目
で
あ

り
、
町
民
の
安
心
安

全
の
た
め
に
「
環
境

影
響
調
査
」
も
し
っ

か
り
や
っ
て
い
た
だ

く
の
が
よ
い
。
そ
う

い
う
意
味
で
不
採
択

に
す
る
理
由
が
な
い
。

　　　山戸 孝 議員

　　　秋山 鈴明 議員

　

中
国
電
力
は
、
中
間

貯
蔵
施
設
の
環
境
へ
の

対
応
に
つ
い
て
計
画
等

を
踏
ま
え
適
切
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
請
願
に
書
か

れ
て
い
る
内
容
を
中
国

電
力
に
対
し
申
し
入
れ

る
必
要
は
な
い
と
思
う
。

ま
た
、
こ
の
度
の
請
願

は
総
務
文
教
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
て
お
り
、

委
員
会
で
紹
介
議
員
か

ら
の
説
明
を
聞
き
質
疑

等
を
行
っ
た
後
に
不
採

択
と
決
し
た
も
の
で
あ

り
、
委
員
会
の
判
断
に

反
対
す
る
理
由
は
無
い
。

よ
っ
て
こ
の
請
願
は
不

採
択
と
す
る
べ
き
も
の
。

賛　成

　　右田千賀子 議員
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議会活動報告（令和８年３月 18 日～６月 11 日）

〃
6
月
11
日

6
月
10
日

〃
6
月
5
日

〃
6
月
2
日

5
月
28
日

5
月
26
日

5
月
25
日

5
月
20
日

5
月
14
日

5
月
8
日

5
月
1
日

4
月
24
日

4
月
14
日

4
月
7
日

3
月
31
日

〃
3
月
27
日

3
月
24
日

3
月
18
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会
（
山
戸
・
古
泉
・
柏
田
・
清
水
・
山
谷
・
岩
木
）

第
２
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
２
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
柏
田
・
秋
山
・
岩
木
・
古
泉
・
山
戸
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
清
水
・
右
田
・
海
下
・
國
弘
・
山
谷
・
岩
木
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
２
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

例
月
出
納
検
査
（
山
谷
）

全
国
町
村
議
長
・
副
議
長
研
修
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
戸
・
古
泉
・
柏
田
・
清
水
・
山
谷
・
岩
木
）

東
部
高
速
交
通
体
系
整
備
促
進
協
議
会
定
期
総
会（
柳
井
市
‥
岩
木
）

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
総
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
柳
井
市
‥
岩
木
）

熊
毛
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
田
布
施
町
‥
岩
木
）

例
月
出
納
検
査
（
山
谷
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
古
泉
・
柏
田
・
國
弘
・
清
水
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
古
泉
・
柏
田
・
國
弘
・
清
水
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
古
泉
・
柏
田
・
國
弘
・
清
水
）

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
（
柏
田
）

例
月
出
納
検
査
（
山
谷
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
古
泉
・
柏
田
・
國
弘
・
清
水
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
古
泉
・
柏
田
・
國
弘
・
清
水
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

　

昨
年
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の

速
報
が
公
表
さ
れ
、
上
関
町
は
１
８

９
２
人
と
、
前
回
の
２
３
４
２
人
か

ら
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
上

関
町
に
と
っ
て
人
口
減
少
は
喫
緊

の
課
題
で
す
。
今
定
例
会
も
数
名
の

議
員
よ
り
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
問
題
は
行
政
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
や
は
り
議
会
、
町
民
も
知

恵
を
出
し
合
い
、
協
力
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。
さ
て
、
今
年
の

夏
は
、
ス
ー
パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現

象
に
伴
い
酷
暑
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
十

二
分
に
お
体
に
気
を
付
け
て
夏
を

乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 編

集

後

記

委
員
長　

海
下
竜
一
郎

副
委
員
長　

古
泉　

直
紀

委　

員　

柏
田　

真
一

　

〃　
　

國
弘　

秀
人

　

〃　
　

清
水　

康
博

議会広報広聴
調査特別委員会

柏田真一

委員長

　

５
月
22
日
に
提
出
さ
れ
た
請
願

に
つ
い
て
は
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
６
月

５
日
に
総
務
文
教
常
任
委
員
会
を

開
催
し
審
査
の
結
果
、
採
択
す
べ

き
も
の
２
人
、
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
２
人
、
委
員
長
裁
決
に
て
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
な
り
ま
し

た
。 総

務
文
教
常
任
委
員
会

報 

告

請  

願  

審  

査

次
回
定
例
会
の
初
日
は

９
月
２
日(
水)

の
予
定

で
す
。 不 

採 

択


